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１．概要（Summary） 

当研究室では，尿路結石症の治療と予防のため，原因

物質である尿中シュウ酸を患者のそば（ベッドサイド）で測

定できる超小型分析装置の開発を行っている．この分析

装置では，様々な尿中成分を分離したあと，シュウ酸を微

小電極により電気化学的に検出する．本研究では，本プ

ラットフォームの真空蒸着装置を用いて金薄膜の形成を

行い，それ以外の工程を当研究室で行うことで微小電極

を作製し，その性能を評価した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

EB/抵抗加熱真空蒸着装置（ULVAC：EBX-8C）。 
 

【実験方法】 
ポリスチレン基板を金属製のホルダーにねじで固定し

たのち，抵抗加熱蒸着により基板上に金薄膜を形成させ

た．製膜速度は膜厚10 nmまで0.3 Å/s，それ以後は1.0 
Å/sとし，最終膜厚を100 nmとした．その後，当研究室に

おいてリソグラフィーおよび化学エッチングを行い，微小

電極（単一くし形アレイ電極：線幅 50 μm，間隔 200 μm，

電極数 24）を作製した．これとポリジメチルシロキサン製

マイクロ流路を接合したものをフローセルとした。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
本施設でのポリスチレン基板上への蒸着にはすでに実

績があり，今回も良好な金薄膜が形成した． 
作製したフローセルをアクリル製ホルダーに設置し（Fig.  

1），ここに各種濃度のシュウ酸溶液を連続的に送ることで

電極からの電気化学応答を調べた．その結果，シュウ酸

の検出限界は 1.2 µM であった． 
しかし，検体である尿にはシュウ酸以外に電極活性

を持つ成分が含まれるため，それらを分離してからで

なくては適切に検出できない．シュウ酸の応答にほか

の成分の応答が重なるからである．そのため実際には，

電極とともに分離カラム（φ0.8×30 mm）が必要に

なる．分離カラムは細管の中に尿成分と相互作用する

粒子が充填されており，相互作用の大きさに応じてカ

ラムから出てくる時間が異なるため分けることが可

能になる．本研究では，電極と分離カラムをポリスチ

レン基板に集積したデバイスを作製した．このデバイ

スにより，高濃度で共存するアスコルビン酸および尿

酸を分離することができた．以上から，このデバイス

により尿中シュウ酸分析の見込みが得られた．  
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